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Integrating Dörnyei’s (2005, 2009) L2 motivational self system into the theory of 
language socialization (Duff, 2010), this study deals with the ways Japanese university 
students negotiate a sense of self as a learner of German and English through an 
intensive study abroad program in Germany. An in-depth investigation is made about 
the impact of English as a lingua franca (ELF) on German language acquisition, 
identity transformation in communities of practice and individual networks of practice, 
and students’ development of ought-to and ideal L2 selves in improving German and/or 
English interactive competence. This study employed a mixed methods approach by 
mainly collecting the qualitative data through a case study of five Japanese students 
as well as the quantitative data through a questionnaire survey of 30 students in the 
study abroad program. The findings suggest that students’ use of ELF in German 
discourses contributes to enhancing their motivations to learn both languages and 
engage in various activities embedded in study abroad contexts in Germany. This 
study furthermore indicates that students’ formation of ought-to and ideal L2 selves 
























ナダの大学におけるメキシコ人留学生の学術英語社会化研究(Zappa-Hollman & Duff, 
2015)、同じくカナダの大学での日本人留学生を対象としたアイデンティティ交渉研究
(Morita, 2004)、そしてオーストラリアの大学における日本人留学生の正統的周辺参加研
究(Nemoto, 2011, 2012)では、「実践コミュニティ(community of practice)」(Lave & Wenger, 
1991)内での留学生の位置取りやコミュニティ内の力学、「個々の実践ネッワーク
(individual networks of practice)」(Zappa-Hollman, 2007)における第二言語習得過程
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このアンケート調査では参加者 31 名中 30 名から回答を得た。さらに、ダイアリーの記載
内容とアンケートの回答をもとに、帰国後に 5 名の学生にフォローアップインタビューを
行い、ダイアリーとアンケートの回答に関するより具体的な説明を聞き出した。表１のと
おり、インタビュー参加者は、すべて 2 年生で、5 名中 4 名が女性であった。なお、本研
究では参加者名はすべて仮名を用いている。この 5 名の学生たちの専攻は、文化人類学、
ドイツ文学、法学、ヨーロッパ研究、日本語教育と多岐にわたっており、ドイツ語科目を
１年次から 2 年次前期まで継続的に履修している学生が 4 名で、Sakura のみが 2年次にド















性別 専攻 学年 ドイツ語 
学習歴 
海外経験 
Naoko 女性 文化人類学 2 年生 1 年半 無 
Reiji 男性 ドイツ文学 2 年生 1 年半 無 
Sakura 女性 法学 2 年生 1 年 無 
Ayaka 女性 ヨーロッパ
研究 
2 年生 1 年半 エジンバラ
語学研修（3
週間） 












質問項目 Mean SD 
1. 語学研修の充実度 3.80 .40 
2. 現地の人々との交流に関する達成感 2.80 .60 
3. ドイツ語能力の向上 2.86 .33 
4. 英語学習の影響 3.33 .53 
5. ドイツ語学習の継続意欲 3.70 .45 
6. 英語学習意欲の向上 3.66 .59 
7. 将来の目標設定の変化 3.00 .63 










Forum of Language Instructors, Volume 11, 2017






































ル(Matrix language frame model)(MLF)に基づく部分的コード変換から英語への完全な切
り替えまで多岐にわたる。語彙借用は、第二言語を話す際に語彙不足が引き金となり、母











































ーで Sakura は以下のように述べている。 
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成長していく場とされる(Lave & Wenger, 1991)。しかし、コミュニティという概念が厳
格に制限された狭い領域であることが問題視されることもあり、個々の関係性をより重視
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 この語学研修を通して、Sakura 以外の 4 名がドイツへの派遣留学生としての理想自己を
確立し、その後一年間の派遣留学を経験することでそれぞれさらなる目標設定のもと第二
言語使用者としてのアイデンティティを形成していった 。なお、派遣留学をした 4 名の
うち Ayaka のみが 4 年で大学を卒業し、他 3 名は派遣留学の期間分 1 年卒業を送らせ五年
計画で学士課程の修了を目指す。 































を使用する場面も増えた。Reiji は、このように自己分析している。  
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